
▲配信はこちらから

企業の脱炭素化に向けた

～海外VCCの動向、信頼性確保の取組、企業による活用事例を学ぶ～ 

お申し込みはこちらお申し込みはこちら

ボランタリーカーボンクレジット

活用ウェビナー

ボランタリーカーボンクレジットの基礎知識から活用事例までを学ぶ！

東京都主催

裏面も
ご覧下さい

登壇者

テーマ

申込受付中

ボランタリーカーボンクレジットの可能性

お問い合わせ・お申込み

ボランタリーカーボンクレジット活用ウェビナー事務局

アーカイブ配信

参 加費無 料
オン ライ ン 開 催

お問い合わせ

お申し込み

tokyovcc-webinar@jiji.co.jp
https://form.run/@jiji-WSVNja5ZCufPYZkXNccv

「カーボンクレジット活用ウェビナー」 のアーカイブ動画を配信していますので、ぜひご覧ください

令和8年3月5日(木)開催 17:00～18:30

※プログラム・登壇者は変更となる可能性があります。
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https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/energy/event/carbon-credit_webinar

第1回 : 令和７年 6月24日開催                

第2回 : 令和７年 9月24日開催　　　　　 

第3回 : 令和７年12月22日開催　             

テーマ

テーマ

カーボンクレジット入門

カーボンクレジット活用企業によるパネルディスカッション

カーボンクレジット活用による企業価値向上



カーボンニュートラル実現
中小企業様

に向けた

における

カーボンニュートラルに向けた取組は、経営改善や競争力向上に資する可能性を秘めています！

脱炭素に向けた取組としてのカーボンクレジット取引
経営に取り組むメリット

脱炭素
とは

脱 炭 素

脱炭素経営で新たな企業の強みを獲得する

東京都は、独自のカーボンクレジット取引システムを構築しました！

脱炭素経営へシフトするメリット

投資家・求職者の評価向上

社会貢献企業として認知

経営の円滑化

新たな取引・取引拡大のきっかけ

環境への貢献が企業価値になる カーボンクレジットの活用が可能

東京都カーボンクレジットマーケット

メリット

手間なく、いつでも、どこでも、オンライン売買取引が可能。
東京都が提供する信頼性の高いカーボンクレジットの取引システムです。
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脱炭素経営の取り組み方 ステップ

利用登録料
システム利用料

無料利用対象者
国内の法人
任意団体

新 規 登 録 受 付 中 ！
ウェブサイトURL https://carbon-market.metro.tokyo.lg.jp/

システム詳細・新規登録はウェブサイトをご確認ください

購入したカーボンクレジットのトークンは
本システム上での二次販売が可能

ブロックチェーン技術により、取引履歴を暗
号化し、不正や改ざんを防止

二次販売が可能取引の安全性使いやすさ
カーボンクレジットの内容や格付情報などを
分かりやすく表示し、誰もが安心してクレ
ジットを容易に取引できる

3
STEP1 STEP3STEP2

知る 測る 減らす
脱炭素経営で目指
す方向性を検討

自社CO2排出量
を算定

削減対策を検討し
実行

令和7年3月25日運用開始

参考

参考

中小企業等における脱炭素経営の支援

カーボンクレジット活用促進事業

東京都では、カーボンクレジットの活用を含む脱炭素経営の支援の一環として、CO2排出量可視化
ツールや専門家による個別支援等を無料で提供しておりますので、ぜひご活用ください。

東京都カーボンクレジットマーケットで購入したクレジットを活用し、自社製品やイベント等の
ブランディング及びプロモーション等を実施する際の経費を助成する事業を実施しています。

ウェブサイトURL https://try.offset.now.metro.tokyo.lg.jp/

ウェブサイトURL https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/creditoffset_pr/

※事業期間 : 令和8年3月31日まで


